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ユ0 高等植物の殺虫性降関する研究 (瓢二報) 植廟殺虫成分一般的検索法の設定と














































･学的性質に基 いで碓実に数個の 7ラタシ ヨ
て第1'Aく様なシステムな理想とした｡絶成分の抽出の日
坤 こ 副 う 溶 媒としてほ,可胎性有機物及水静性有機物
の 仇 で を 溶 解すもものが理想であるが,
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常鴫で処顎 ,Frac･1Ⅰ偲 a,帥 二かする｡I,ⅠⅠ,IIa,
lIbは何れも特異臭をもつO
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(5)襲漁から堆貸される投出性の穿開と文敵七に紀
されでゐる基植物の特碑 有成分七を比較すると, -
致するもの1摘 (1鍬 ま推恋)･一部一致するもの軍例,
一致しないものl俳 文朝来苛己朝の煽疑問の冬の4鰍
有 効 7ラクシヨンな蘭め綿ないもの2例で轟,つた｡,
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